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１．はじめに

　考古学では自然石を利用した石錘とよばれるおもりのう

ち、石の縁辺に紐かけの抉りをつけた分銅形の打欠石錘（図

１）について、編み物（もじり編み）用であるか漁網用

の錘具であるかという論争が長く続いてきた（渡辺 1973、
山本 2011 など）。この論争が決着しなかった理由は、打欠

石錘に類似した沈
ちん

子
し

（漁具の錘
おもり

）を利用した漁網を民俗例

で示せなかったということに尽きる。

　青森県では、葛西励氏が李平Ⅱ号遺跡の報告書で、37
点出土した打欠石錘について一般に漁具とした上で、「昭

和 53 年に下北郡脇野沢村で昭和 37 年ごろまで鱈漁に使用

されていた石錘を拝見した事があるが、本遺跡で出土した

ものと全く同形のものであった」（葛西・高橋 1980）とい

う重要な指摘を行ったが、鱈漁に使われた石錘の写真や図

は示されなかったためにこの論争に加わることはなかっ

た。同じころ、当館民俗分野による調査では、夏泊半島西岸に位置する青森県

東津軽郡平内町の浦田集落において「オモリの材料は浜の平たい石の両端を欠

き、麻糸で網に固定した。その後ヤゲイシという陶製のオモリに変わった」と

いう知見が得られている（成田1981）。同報告には図や写真は掲載されておらず、

重量や網自体の大きさ、対象魚種についての言及は無い。しかし、まさに打欠

石錘が実際の網漁で沈子として使われていたことを示す貴重な民俗誌である。

ただ、当館の考古分野と民俗分野で問題が共有されなかったために、この方面

からも縄文時代の打欠石錘の用途に迫ることはできなかった。このほか、当館

には撮影場所や年代は不明ながら図２のような石錘の写真が残されており、筆

者は青森県の民俗例を石錘研究の深化につなげることができるのではないかと

考えてきた１）。そうした中、当館民俗分野の学芸員の協力により、図２とは別に、

抉りのある沈子がつけられたままの漁網（図５～８）が当館収蔵資料にあるこ

とが分かったので、速報的に紹介したい。

２．資料の概要

　図４は沈子がつけられた網の資料カードである。青森県東津軽郡平舘村（現外ヶ浜町）今津で使われていた刺し網で、

昭和 53 年 9 月 14 日に寄贈されたことが記されている。網はナイロンなどの合成繊維ではなく植物繊維の糸から作ら

れたもので、カードにはシナノキ皮製と書かれている。図５のように保管されており、アシと呼ばれる沈子、アバと

呼ばれる木製の浮
う

子
き

もついており、ほぼ使用時の状態（使用後の収納状態というべきか）をとどめた良好な資料であ

る。なお、網にくるまれるようにして昭和 27 年 8 月 27 日付の新聞に包まれたイカ釣りの疑似餌 2 本が一緒に保管さ

れており、この網の使用年代を示す可能性がある。網は差し渡し 20 ｍ、高さ５ｍを超えるため、完全に広げて計測・

写真撮影することはできなかった（図６）。網の目は一辺２cm（対角線で 2.5cm）程度と狭く、小魚を捕るためのも

図１　縄文時代の打欠石錘 図２　漁網の石製沈子

図３　『青森県漁具誌』にみえる沈子

し． 

津軽舎利母石図（前編 五） 

（抜粋）また小さきものを産むの親石あり．舎利親，

舎利母石などいう．これは沖なる島にあり，大石なり．

そのへんの人を頼めば小舟にてかの大石にいたり，破

り来たる．つねの石にして豆粒のごとき舎利石をはら

み居る．舎利石他国にて母衣月砂という． 

舎利石（後編 一之上） 

奥州津軽外浜にあり，大きさ小豆のごとくにして丸く，

透きとおって黄，赤，白あるいは一色，光明ありて甚

だ美なり．昔みだりに拾い採りしを近世赤根沢に番所

を建ててこれを制す．ここの舎利年を追って分増すと

いう．今世諸方の開帳に仏舎利と称するもの，予これ

を見るにすべてこれらの類をもっていつわる．伝えい

う真の舎利はいかなるものにて打つとも砕けることな

し． 

 
資料６ 率土か浜つたひ［内田・宮本編（1971）］ 

（舎利浜の部分を抜粋） 

… その高さはどれほどあるかわからないほど高い胎内

潜，また犬潜とも，あるいはしろいぬくぐりともいって

いる，ひきまたのようにわかれた岩の穴を通って，母衣

月の浦で休み，舎利浜に出た．地蔵の滝という滝が檜原

のあたりをおもしろく落ちていた．…  

この滝の落ち口や流れの末あたりの砂をかきわけると，

黒い砂の中にまじって露のこぼれたように石舎利がたく

さん出る．これは沖合いに舎利母石といって，伏してい

るような形の大岩があり，そのめぐりにはしただみ（小

巻貝）がたくさんはいまわるように． 

その石に含まれていた石舎利が晴れた夜の星のように，

こなごなになり，海に落ちて波にさっとうちよせられて

は，ここに寄ってくるのだと，浦人が言った． 

 

資料７ 東遊記［橘著・饗庭校（1909）］ 

（舎利濱の部分を抜粋） 

奥州外が濱にホロヅキといふ所有り．この海辺に舎利

濱あり．小石濱なるが，その中に舎利石まじれり．白き

あり，あめ色なるあり．大きさ豆のごとく，米粒のごと

く，明徹滑沢甚だ愛すべし．その所を通りし日は天気ま

ことに朗らかなりしかば，濱邉に座し，舎利石をひろひ，

甚だ楽しめり．囘国修行の者などは，この舎利石をひろ

ひ，大に尊信する事なり．まことに奇なる事は，この濱

の磯近く海中に広さ五十間程の舎利母石あり．この舎利

母石より常に舎利を産し，その舎利おちてこの濱に打ち

上げ，古今絶えずこの所に舎利多しとなり．その舎利母

石水面よりよほど深く沈みいて，濱邉よりは見えがたし．

この辺の両夫に頼べば海底に没入して，玄扇にて打破り

取あがる事なり．これゆえに舎利母石を得る事はすこぶ

る難し．されど珍しきものなれば，余も指の頭程の舎利

母二ツ三ツを得て帰れり．全体の色は薄黒く，土の化し

たる石のごとくして，その中に米粒のごとき小舎利おび

ただしくはらめり．誠に奇なる石なり．また，この舎利

濱の先に今別といふ所あり．二三里も隔てり．ここの濱

を瑪瑙濱といふ．この濱に入る前後に自然の石門あり，

甚だ奇境なり．それより内凡半道余，瑪瑙石の濱なり．

もっとも常体の石も半まじれり，凡石も瑪瑙も大きさ大

抵拳の程より，鶏卵，あるいは小さき蚕豆のごとし．皆々

甚だ明徹にして，京都に緒締にするなり．世に津軽玉と

いひ，又は宝石ともいふ．人馬往来する濱なれば，足元

に玉石みちみち，殊に日光にきらめきて目眩ずる許なり．

そのうるはしに心留りて通行くも覚えず． 

程よきはひろひ取りて袖に入る程に，両の袂やぶるる許

なり．されど長き旅路携え帰りがたく，毎夜三ツ四ツづ

つ人へ与へ，京まで携へ帰れるはわずかばかりなり．か

くのごとき濱京近くにあらましかば，守る人も厳敷，門

戸等もありて，みだりに見る事だにも許さまじきを，か

かる人無き辺地なれば，道行く人の取るに任せ，誰一人

禁ずる者なし，珍敷地なり． 

 
資料８ 東遊奇勝［山崎編（2003）］ 

四月十九日 

 袰月の宿を出，浜手平砂にて此所に瑪瑙多し，其内大

如豆加黍米円滑にして光彩有るものを舎利石と云，土人

舎利浜と云なり，下りを深沢の坂と云． 

 （中略） 

よもないより今別迄の間を今別浜と云て，今別石を出す，

瑪瑙なり，此所にて黒石髄の大石武塊を得たり． 

 
資料９ 測量日記抄 蝦夷于役志［佐藤編（1933）］ 

泊順 

 申九月廿日 朝より薄曇，晝小雨，夜ハ中雨．朝六ツ

後三厩出立，一里 今別村，五里廿町十五間五尺 母衣月，

中食，此海辺にシャリ石アリ，今別ノ海辺ニ津軽石アリ 

七ツ頃平舘村に止宿，三厩より村々役人案内 

 

資料１０ 東奥沿海日誌［吉田編（1969）］ 

今別村 

 今別石 

世に津軽瑪瑙というなり．この浜満面この石なり．

中に含水石あると聞く．また，この村の風習として七

月には先祖の墓所にこの石を多く持ってきて，その囲

いに寄せる．ゆえに寺の墓所は一面この石で甚だ美し

い． 

春光山大善院 

錦石 

錦川の浜辺より出るよし．青石，赤石等多くまじり

て色よくなるなり．汐干には甚だ美しきものなり． 

 

53

青森県立郷土館研究紀要　第45号,  53 - 56,  2021.  3

45号本文0605.indd   5345号本文0605.indd   53 2021/03/22   15:22:292021/03/22   15:22:29



のと思われるが、現段階では対象魚種は不明である。沈子は網の下端

に通された直径約 7mm の縄にワラのような素材の縄で結び付けられ

ている（図７・８）。60 ～ 80 ㎝ほどの間隔で 33 点が取り付けられて

いたようだが、３か所で外れた痕跡があり、現在は 30 点が残っている。

30 点はすべて縄で結ばれた状態のため個別の計測ができない。沈子

に使われているのは長径７㎝、短径５㎝、厚さ１㎝、重さ 70g ほどの

扁平な石である。縄を取り付けるための深さ数ミリの抉りが設けられ

ているため、形状は縄文時代の打欠石錘によく似た分銅形である。抉

りの作出方法は詳しく調査できていないため現時点では断定できない

が、金属製の道具で溝を切るように組かけの部分を作っている可能性があり、考古学的には切目石錘の一種とすべき

かもしれない。木製の浮子は 50 ㎝ほどの間隔で 20 点が取り付けられている。先述の浦田集落の調査では木製浮子に

は桐材とウルシ材があり、刺し網にはウルシ材が用いられたという報告であったが、本例の浮子の材質については現

状では未調査である。青森県における石製の沈子については様々な民俗誌があるものの、縄文時代の打欠石錘に形状

が類似したものの記録は極めて乏しい。ただ、本例のほか蓬田村文化伝承館所蔵の刺し網２）や、文字情報のみとは

いえ先述の平内町浦田と脇野沢村（現むつ市）の事例から、同形の沈子は陸奥湾内各所で使われていた可能性がある。

　

３．今後の展望

　渡辺誠氏は自らの民俗調査における知見として「（石錘からの）紐の脱落を防ぐために、少し打ち欠いたらどうか

という質問に対して、そういうことをすると波にもまれて紐が切れてしまう。必ず自然石のまま使わなければいけな

いという答えであった。このことによって、粗い打ち欠きしか施されていない礫石錘３）は、漁網錘ではないとの一

層の確信を得た」（渡辺 2002）としているが、本稿で示した沈子は、縄文時代の打欠石錘が漁網錘としても使用可能

であることを示しているのではないだろうか４）。

　本稿で紹介した漁網についての本格的な調査は、民俗分野の支援を得たうえで来年度以降に行うことを予定してい

る。さしあたり、次のような課題の解決が求められよう。

１．沈子に設けられたの抉りの作出方法の調査

２．網・沈子・浮子の図化、計測、写真撮影

３．沈子に用いられた石の石質鑑定、網や浮子の素材に関する樹種同定など自然科学的調査

４．青森県における石製の沈子を用いた漁網の民俗調査（本例の使用時の状況に関する聞き取りを含む）

　調査の進展によっては新たな課題も浮かび上がるかもしれないが、これまで紹介されていない、また今では忘れ去

られようとしている県内の石製沈子を調査することにより、縄文時代の打欠石錘の用途を解明する一助としたい。

註

１）　抉りの作出は不明ながら、『青森県漁具誌』（鰈底刺網；図３）にはくびれのある石が沈子に使われた様子も図示されている。

２）　『青森県史』掲載の刺し網のおもり（青森県史編さん民俗部会 2014　Ⅰ―2 － 34）は、本例と同類と考えられる（筆者未見）。

３）　渡辺誠氏は打欠石錘ではなく礫石錘と呼称している。

４） 　筆者は、打欠石錘に類似した形状の漁網錘が現代において使用されていた事例を紹介することによって、縄文時代の打欠石

錘が漁網錘として使用可能であるという見方を補強したいのであって、本稿で示した沈子が縄文時代の漁網錘の系譜にあると

主張するものではない。本例は山本直人氏（2011）が民俗例から示した「8 ～ 110g の打欠石錘は漁網錘になる可能性がある」

という検討結果の妥当性を示す一方、打欠石錘の多くがその重量範囲を上回るという問題については解決できない。
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図４　網の資料カード
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図５　網の保管状況

図６　広げた状態の網
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図７　網につけられた沈子

図８　沈子の取り付け方
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